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 生乳は私達にとって最適の栄養食品であると同時

に、細菌にとっても増殖に最も適した培地であり、

その意味で極めて衛生的に取扱われなければなりま

せん。ところが従来旭東地域は西南暖地の気象条件

に支配されて、おりながら乳質改善については立遅

れの感がありました。昭和の初期、乳業会社（淡路

練乳）は生乳品質の向上を目ざして旭東各地に集乳

所を建て、共同搾乳所を設置し、改善事業の推進を

図りましたが飛躍的な成果を挙げることは出来ませ

んでした。その後も経済的に直接影響の深い２等乳

の防止については、或る程度改善意欲を高めてまい

りましたが、根本的な乳質改善に対する施策は非常

に貧弱で、生乳中のジンアイ度や細菌数等について

は等閑視されていました。このような環境下にあっ

て、昭和 35年度から、生乳品質改善指導事業が突然

実施されることになり大きな刺戟を与えました。 

 私達はこの事業の推進に当って、関係機関の協力

を求めると共に、速やかに酪農家の実行にうつす方

法について協議しましたが、その方法として、管内

全般のレベルを向上させることと、実践モデル地区

を選定し濃密指導を傾注することにしました。そし

てモデル地区に選出されたのが邑久町本庄集乳所で、

昨年度来鋭意事業を進めて参りましたがここに過去

１カ年を回顧しながら現在の成績を紹介して御参考

に供する次第であります。 

１、本庄地区の酪農の概況 

 此の地区は水田畑酪農地帯で、昭和 35 年度におい

て産乳能力検定事業を実施し、酪農経営改善には積

極的な熱意をもっておりました。酪農家と農協の結

び付きがよく、酪農家の平均年令も比較的若く、古

い酪農の歴史の上に若さがみなぎっている地域であ

ります。 

（イ）本庄地区農業の現況（36・９・30 現在）   

（ロ）酪農の状況 

                  

 自給飼料は主として水田裏作にイタリアン、エン

バク、紫雲英等を栽培し畑に玉蜀黍、カブラ、テオ

シント、パールミレットスーダングラスを栽培して

います。 
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（ハ）第１次酪農振興計画（35～37） 

 左表のとおりこの地区は経営の安全化を図るため、

多頭化と飼料自給度の向上計画を樹て、乳質改善に

ついては生牛乳の細菌数と２等乳の低減をめざして

います。 

 

２、乳質改善のための 

重点事項 

 昭和36年度において集乳所の増設並びに簡易クー

ラー施設の設置を行ない、農家は次の事項を改善す

ることを申合せましたが、その進捗状況は次のとお

りです。 

（36・９・30現在） 

 つぎに搾乳衛生については、講習、座談会を毎月

１回励行し、衛生思想の向上を図り、映画、スライ

ド等による一般へのよびかけを行ないましたが、主

要事項のアンケート調査結果をとりまとめてみると

次のとおりでありました。 

 

３、乳質改善成績 

 改善の成果については家畜保健

衛生所の行なう検査事項と、乳質

改善共励会の実施している成績に

ついてとりまとめてみました。 

（イ）乳温の低下について 

 衛生感覚を身につけて、最初か

ら細菌を混入させないことが生乳

品質改善の鉄則でありますが、気

温の高い旭東地域では細菌の繁殖

を防ぐことが更に重要であります

ので、この問題についてはあらゆる手段を講じまし

た。先ずは水槽は攪拌と予冷の意味において流動式

に改造し、井戸水又は湧水の 18 度以下（夏）の水源

を利用いたしました。更に井戸底が水面より平均 2.5

度低いことに着目し、パッキング付乳缶を用いまし

たが、気温 36度の７月下旬からはクーラー施設にた

よらざるを得なくなりました。 

 この要領により冷却した乳温を図示すると上図の

とおりであります。 

（ロ）２生乳発生防止について 

 ２等乳の発生は毎年３％前後でありましたが、事

業計画に添うため、本年度は、高酸度２等乳を絶滅

し、乳房炎の未然防止に努力いたしました。そのた

め左図の成績に終りましたが、低酸度乳の牛１頭が

繋養されていたため、７月上旬まで僅かの発生率を

示しました。 
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（ハ）生乳中の細菌数について 

 この地域は 35 年度の夏季には、恥ずかしながら１

CC 中 6,000 万の生乳でありましたが、一致した歩調

と努力によって、本年度は 400 万以下の乳に生れか

わらせることが出来ました。特に本年９月以降は 100

万台を割る好成績となり、何時レサズリン反応を行

なっても A の判定を下せる様になりました。乳質改

善共励会の成績を引用し、35 年度と比較いたします

と次のとおりであります。 

（二）その他の成績について 

 セジメントテストにおいては常に全員 0.2mg 以下

で比重、風味等も抜群であります。 

 又特筆すべきことは、本年６月～９月に至る３ヵ

月間実施された邑久町主催の乳質改善共進会におい

て、個人の部では上位を独占し、集乳所単位の成績

においても 300 点満点の内 270 点以上のものが本庄

地区検査件数の 55％を占める現況で、堂々第１位の

栄に輝きました。 

 

４、かえりみて 

 以上の成績を収め得た最も大きな力は、組合員の

団結とリードして行く指導的酪農家があったことで

ありましょう。また自分達で打ち樹てた計画を、た

ゆみなく進めて行った結果と申せましょう。 

 今１つ大きな力は、本事業の基本である「きれい

に搾って早く冷す」ことを忠実に実践されたことで

あります。昨今ではこのことは合言葉となり習慣に

なって参りました。 

 搾乳衛生が普及して冷却施設の整備された集乳所

に、和気あいあいの内に毎朝の合乳作業にいそしむ

酪農家の姿は、旭東全酪農家の共感を呼び、さらに

日毎に乳質改善の波斑が拡がって行くであろうこと

を確信する次第であります。 

 稿を閉じるに当り、この事業に積極的に御協力を

賜った西大寺保健所、邑久町役場、本庄農協、邑久

普及所、旭東酪農組合の諸先輩に心から御礼申上げ

ます。 


